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持ち込み修理
鶉 電動ベジタブルスライサー

1持ち込み修理1葉Iwatani

電動ベジタプルスライサー“あつとスライス返]"保証書 “あつとスライスロ"取扱説明書鮎鞘
鶉
鶉
鶉
鶉
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鶉
鶉
鶉
繋
鶉
鶉
繋
繋
鶉
鶉
鶉
鶉
鶉
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※       ―故障の発生した場合に、次の保証範囲の条件により品質を保証するためにお渡しするものでございます。

※       、必ず保証書を添えてお買い上げ店へご用命ください。

●

1保証期間 (無料修理期間)は、お買い上げの日から―ヶ年で

'。2保証期間中に万―製造上に基づく故障を生じた場合は、弊店にこの保証書をご提示いただければ無料修理いたします。

3次の場合|               す。

イ 落               上ヽのアクシデントや不注意に起因する故障の場合。

口 ご               故障の場合。

ハ 火災、地震などの天災地変により故障が生じた場合。

二 消耗部品の損耗による故障や交換の場合。

4お買い上げ日、お買い上げ店名の記入なき場合は無効となりますのでご注意ください。                 →得
5

6                                               1id only in」 apan

※                         修理をお約束するものです。従って、この保証書によって、

※保証期間経過後の修理等についてご不明の場合は、お買い上げの販売店または当社にお問い合わせください。     駅:
※保証期間経過後の修理・補修用性能部品の保有期間については、製造打ち切り後6年です。            駅毒

鶉
岩谷産業株式会社 生活商品部        鶉

東京本社/〒 105-8458東京都港区西新橋3-21-8 電話03(5405)5971        鶉
お客様相談室 :フ リーダイヤル 0120-182-328

受付 :月 曜～金曜9:00～17:15(祝日、弊社休業日を除く)

鶉鶉繋鶉鶉鶉鶉鶉鶉鶉鶉鶉鶉鶉繋鶉鶉鶉鶉鶉鶉繋鶉鶉鶉鶉鶉鶉鶉
0706

躁:増辟:IFPH70S(氷プレート付き)//1FP田60A
商品名 (型式番号 ) IFP-70S(氷プレート付き)/1FP-60A

無料修理保証期間 ご購入年月日   年  月  日より 本体 1年間

お
客

様

お 名 前 様

ご 住 所

一Ｔ

TEL ( )

店名。住所・電話

販
　
士冗
　
店

⑪

プレート類に銀イオンを
配合しています。

【氷プレートはIFP‐ 70Sの専用部品です】

0この製品は日本国外で使用することができません。
This appliance cannot be used in any other country butin」 apan.

このたびは、お買い上げいただき、誠にありがとうございます。
この取扱説明書の5ページに、本体及び付属品が載つています。

箱を開けて、部品が全て揃つていることを確認してください。

●ご使用の前に、必ず、この取扱説明書をよくお読みいただき、正しくお使いください。

お読みになった後、この取扱説明書は、商品をご使用になる方がいつでも見られるよう

に、大切に保管してください。

0この取扱説明書の末尾には保証書がついています。ご購入になられた販売店様の印

とご購入日が記入されていることをお確かめください。

連続使用時間 :3分以内

2ゴ



主言ください。△
摯葬
カッタープレート、フレームカパ…や押込棒に傷がついたり、削れる場合が
ありますので、十分に晉注意ください。
通常はカッタープレートとフレームカバーの間には約3mmのスペースがあるため、往復動作中に接触

することはありません。ただし使い方を誤るとカッタープレートの刃がフレームカバーや押込棒を削るな

どで部品が傷つき、削れた部品が加工した食品に混入してケガをする恐れがあレ

'ま

す。

フレームカバーの

フチの出つ張りが

空運転は絶対にしないでください。

材料以外の物を入れないでください。

投入口から指を差し込んでプレートに触ることは絶対にし

ないでください。

けがの原因

かノタ~の取り扱いは充分に注

意してください。

Iナがの原因

使えない材料 (禁止材料)は使わ

ないでください。

故障の原因

必ず押込棒をセットしてください。

高速動作の
ため、危険

けがの原因

本体のミゾに指や物を差し込ま

ないでください。

感電・故障
の原因

子供だけで使わせ

ないでください。

【容器の中の材料が与いつばいにならないうちに取り出してください】
加工した食品で容器がい

っばいになった状態で、さら

に食材を加工すると、カッ

タープレートが浮き上がり、

押込棒やフレームカバーに

接触する場合があります。

加工した食品が容器いつ

ばいになる前に、取り出し

てください。

【カッタープレートの突起を、プレート枠にきちんとセットしてください】
カッタープレートをプレート

枠にセットする際に、カッタ

ープレートの突起をプレート

枠の突起受けにきちんとセ

ットしてください。正しくセッ

トされていないと、カッター

プレートが浮き上がり、押込

棒やフレームカバーにあた

る場合があります。

【スイッチリングを正しい位置にセットしてください】
押込棒 (大 )に付属されて

いるスイッチリングが押込

棒から外れている場合に、

押込棒が奥まで入りすぎて

カッタープレートや押込棒

が破損する場合があレ′ます。

押込棒 (中 )

スイッチリング

押込棒 (大 )

スイッチリングが

正しい位置に
セットされている

状態。

スイッチリング

スイッチリングが

外れている状態。

必ずお守りください。

食品がいっばいになると、
カッタープレートが

浮き上がってしまいます。

.1侶卜L。   |「 ツ々タT
・ 〕 埠ギ 工ヽ・  Hプ レート

カッタープレートの突起がル ート
枠の突起受けにセットできる状態。

本体に水をかけないでください。

障改
因

電
原

感
の

・ !ダ 性ゴ
~〔

・ .  | | プレート

カッタ…ル ートをプレート粋に逆
にしてセットしようとしている状態。



安全上のこ注意

全上のこ注意

△警告
改造はしないでください。また、修理技

術者以外の人は、分解したり修理をし

ないでください。火災・感電・けがの原

因とな
',ま

す。

修理はお買い上げの販売店または当

社までご1目談ください。

子供だけで使わせたり、幼児の手の届

くところで使

わないでくだ

さい。火傷、

感電、けがを

する恐れがあ

りま札

カッタープレート、千切リプレート(大 )

(′」ヽ)、 おろしプレード、氷プレートの刃は

鋭利なので直接手を触れないでくださ

い。けがをする恐れがあ
',ま

す。

水につけたり、水をかけたりしないでく

ださい。

ショート・感電の恐れがあります。

運転中にふたを開けたり、容器の中ヘ

スプーン・はし等の調理材料以外のも

のを入れたりしないでください。けがをす

る恐れが

あります。

0安全上のご注意・・…………………………・1～ 4

②各部の名称………………………………………5

0使い方

①組み立て………………………………………6

②操作方法中●●……………………………7～8

③用途別の使い方

(1)スライス・……………………・・……9～ 10

(2)千切り…・・………………………・11～ 13

(3)おろし…・・…………………………14～ 15

(4)かき氷・・・・中●…●…●…Ⅲ…Ⅲ…・…・…・16

④アフターサービス…・…・・………・・……………17

⑤お手入れと後片づけ……………………………18

0部品のご案内・仕様………………………19～ 20

●保証書 ………………・・……中………………21

こ使用の前に、この「安全上のこ注意」をよくお読みの上、正しくお使いください。

取扱説明書は、お読みになられた後は、お使いになる方がいつでも見られるところに必す保管してください。

ここに示した注意事項は、製品を安全に正しくお使い頂き、あなたや他の人 へ々の危害や損害を未然に防止するため
のものです。また注意事項は、危害や損害の大きさと切迫の度合いを明示するために、誤つた取り扱いをすると生じる
ことが想定される内容を、「警告」「注意」の2つに区分しています。
いずれも安全に関する重要な内容ですので、必ず守ってください。

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を

負う可能性が想定される内容を示しています。

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が傷害を負う可能性

および、物的損害の発生が想定される内容を示しています。

●絵表示の例

Q記号は、禁上の行為であることを告げるものです。

図の中や近くに具体的な禁止内容 (左図の場合は分解禁止)が描かれてい

ます。

0記号は、行為を強制した
',指

示したりする内容を告げるものです。

図の中に具体的な指示内容 (左図の場合は「電源プラグをコンセントから抜い

てください」)が描かれています。 ‐
‐
―

―
「



安全上のこ注意 安全上のこ注意

土思江ヽ△
電源プラグを抜くときは、電源コードを

持たずに必ず先端の電源プラグを持

って引き抜いてください。感電やショー

トして発火する事があ
')ま

す。

電源プラグを差し込む時は、必ずスイッ

チリングが本体の作動スイッチからは

ずれていることを確認してから、差し込

むようにしてください。

けがをする恐れがあ
')ま

す。

調理材料を取り出すときには、プレート

類の刃に充分注意してください。

けがをする恐れがあ
',ま

す。

電源コードや電源プラグが傷んだり、コ

ンセンドの差込みがゆるいときは使用

しないでください。感電・ショート・発火

の原因にな
')ま

す。/ヽ

電源コードを傷付けたり、破損したり、

加工したり、無理に曲げたり、引張った

り、ねじったり、たはねたりしない、また、

重い物を載せたり、挟み込んだり、加工

したりしないでください。電源コードが

破損し、火災、感電の原因となります。

交流100V以外では使用しないでくだ

さい。火災・感電の原因とな
',ま

す。

不安定なところでは使用しないでくださ

い。けがの原因となります。

ll

保管の際に電源コードを本体に巻き

つけないでください。電源コードが破損

し、火災・感電の原因とな
',ま

す。

1回の運転は連続3分以上行わないで

ください。モーター等が傷み、故障の原

因となります。
3分 l・A上

△注意
スイッチをスイッチリ

ング以外で押さない

でください。故障や、

けがをする恐れがあ

ります。

使用時以外は、電源プラグをコンセント

から抜いてください。けが、やけど、絶縁

劣化による感電・漏電火災の原因に

なります。

運転中に移動させないでください。

けがの原因とな
'サ

ます。

部品の取付け、取外し及びお手入れ

するときは、必ず電源を切り、プラグを抜

いてください。けがをする恐れがあ
',ま

す。

本体及び付属品は食器乾燥機及び

食器洗い乾燥機を使用しないでくださ

い。ショート・感電・商品の変形の恐れ

があります。

付属品は煮沸及び熱湯消毒はしない

でください。付属品の変形や故障の

原因となります。

Zr



各部の名称 使し巧,(例 :おろしプレート使用時)

●組み立て

■ さい。

B    スライド式受け容器
ヽ

‐ ‐ ‐ ‐ ‐
、 ,

I フレームカバーに本

田 体を取りつけます。本

田 体の凹部とカバーの

1 凸部を合うように置い

| てください。
|

B

ヽ

,
1押 込棒 の (大 )を
ロ セットします。押込
■

棒 の上下 を間違

i笹I髯lil,
日 のある方が上にな

B ります。
ヽ

速＼プレート類の刃は鋭利ですので直接手を触れないでください。けがをする恐れがあ
''ま

す。

押込棒 (中 ) 中投入口
ツメ

小投入口
ヽ

―

―

―

Ｉ

Ｆ

，

B

|

|

|

|

凸部 ■

フレーム |

初とJ

押込棒 (大)※押込棒 (大)(中 )は投入口をかねます。

スイッチリング

ミゾ部

突起受け

レパー

□―ラー

逆付け防止リブ①

パ】ノプ(――

外容器

※スライド式受け容器は

外容器に入
'′

ます。

、

　

メ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

，

ツ
　

　

　

　

さ

　

　

　

　

　

　

　

い

鮮

　
　
　
　
　
　
　
　
　

，

ｔ

ｌ

ｌ

ｌ

日
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，

,‐

，
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―

―

日

―

―

ｌ

ｌ

,

=
|

|

|

日

日

Ｉ

Ｂ

、

　

く
，

日

―

―

―

―

日

日

、

■

日

―

日

―

―

―

―

日

―

―

Ｉ

Ｆ

，

　

　

、

Ｂ

‐

‐

‐

，

‐

‐

‐

・

・

・

‐

‐

・

―

Ｉ

Ｂ

、

〓

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

日

Ｉ

Ｂ

、

　

今

日

―

―

―

―

―

―

ｌ

ｌ

、

ック用穴がキチンとはまる

ように正しく取り
つけま坑 おろしプレート

―
  ,

押込棒 (小 )

作動スイッチ(凹部)

△注意
おろしプレートはプレート枠の

裏面には取t,つけられません。

|フレームカ′

|おろしプレート

受け面

|プレート枠
逆付け防止り〕②

r_ν穿査

,口
‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

押込棒 (小 )

押込棒 (中 )

押込棒の (小 )をセットします。

ヽ _________L‐ ‐ ‐ ‐ ___

組立完成図

押込棒 (中 )

押込棒の (中 )をセットします。おろしプレートを取りつけたプレート枠をレバーが上になる

ようにして外容器の段の上に乗せます。

にかぶせます。フレーム

カバーのミゾ部がプレー

ト枠のレバーに合うよう

|こ します。   フレームカノ`一

プレート枠

レバー

,

j

‖g盤垂執振

付 属 品

ロカッタープレート

千切リプレート(小 )

色:オレンジ
※千切リプレート(ツト)は穴が

2つあいています。

;デlIガ;ヾ二ぢ;卜墓こ11,'トロスライド式受け容器



使い方

②操作方法 ∠＼プレート類の刃は鋭利ですので直接手を触れないでください。けがをする恐れがあ
')ま

す。

,‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 口 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 、

:1日 )投
入 口 か ら 材 料 を 入 れ ま す 。

                             |
ヽ                                                                  ,

伊 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 口 ‐ ‐ ‐
、

0スイッチリングで本体の凹部を押すことによってスイッチが入
')ま

す。

0本体作動スイッチとスイッチリングを正しい位置でセットしてください。

スイッチリングを本体の

凹部に合わせます。

凹部

材料

△注意
●最後は材料が3～ 5mmの厚さで残

',ま
す。それ以上押し

ても調理できませんので強く押し込まないでください。押

込棒を強く才甲し込みますと上手にできない場合があったり、

故障の原因にな
',ま

す。

●投入回の両端まで材料を挿入した場合、材料の両端が

太く加工される場合があ
''ま

す。

●連続運転は3分以内にし、くり返し使う際は充分に休ませ

てから、ご使用ください。

,

iO韓ξ営とξ単燃玉E二
`冨

子]猛:骨

将に出しよ加工された材料を取
,

,‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 口 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 口 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐
、

ilD層暫彊者ここ写写皇rをr曽誓鰯軍盈っ軌ぃてくだ乱ち        :
ヽ                                                                        ,

ヽ

帝

投入口は、大中小と3種類あります。材料の太さや大きさに合わせてこ使用ください。

●材料の下面は平らにし、太い方を下に向けて入れてください。安定が良くなリカロエがしやすくな
',ま

す。

●使えない材料 (禁止材料)(P10参照)は使用しないでください。

●上手な使いかたは、P.9～ 16の「0用途別の使い方」を参照ください。

使い方
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日

―

―
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―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

，

，

日

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

日

日

―

―

―

日

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

日

日

Ｉ

Ｂ

、

材料の入れ方

中位の材料の場合

押込棒 (大 )を先に大投入ロヘセットしてから材料を

入れてください。

押込棒 (中 、小)をセットして軽く押し込んでください。

押込棒 (小 )

押込棒 (中 )

※プレート枠は、レパーを必ず上向き
にしてセットしてください。

太い材料の場合

押込棒 (大、中、小)をセットして軽く押し込んでくださ

い。材料は大投入口に入れます。

押込棒 (′ Jヽ )

押込棒 (中 )

押込棒 (大 )

オオ1斗

押込棒 (中 )

1   細い材料の場合

押込棒 (大、中)を先に大投入ロヘセットしてから材料を入

れてください。

押込棒 (ノよヽ)を軽く押し込んでください。
押込棒 (大 )

大投入口

<注意>押込棒 (大 )。 (中 )はあらかじめ

大投入口と重ねておきます。

●投入口に入る大きさに材料を切ってください。



使い方                                       使い方

0用途別の使い方 ∠＼プレート類の刃は鋭利ですので直接手を触れないでください。けがをする恐れがあ
',ま

す。

材料は投入口に入る大きさに切り、皮をむきます。

●投入回は3種類あります。

中投入口に押込棒 (中 )大 投入口に押込棒 (大 )

をセットした状態です。   をセットした状態です。

径 40～60mm

円

本器は野菜専用です。その他の用途には絶対使用しないでください。

●禁止材料 ※故障の原因になります。

◆ハム・ソーセージ類・チーズ ◆かたいもの。乾物類。冷凍食品。かつおぶし

●使えない材料                       ●禁止材料以外の食材でも、鮮
◆中空のもの…ピーマン・パプリカ・レンコン(薄切は可)      度や硬さによつて加工できな
◆やわらかいもの…たけのこの水煮・レモン・柿・トマト・なす     ぃ場合があります。
◆その他…ネギ。かばちゃ。にんに←しょうが・ウコン等固すぎる材料

m

W9

,“
‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

1ロスライスの場合

:1日,,カ
ッタープレートに、

スライスプレート
色:黒

―

―

―

―

日

―

―

日

―

―

―

―

―

―

―

日

―

―

日

―

―

―

日

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

日

―

―

―

日

―

―

―

―

―

―

―

―

―

Ｉ

Ｂ

、

目的に合わせたプレートを差し込みます。

カッタープレート

色:黒

0厚スライス (5.5mm)
カッタープレートだけでご使用ください。

●薄スライス (lmm)
カッタープレート|こスライスプレートをミゾにきち
んと差し込み、ご使用ください。

ヽ

日

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

日

―

―

―

―

―

大投入回は円形だけでな

く、四角い投入国としても

利用できます。

径60～80mm

0キャベツの干切り
キャベツの千切りはカッタープレート+スライ

スプレートを使います。投入口に入る大

きさに切ります。(約 1/8)そ のまま

1片ずつ投入ロヘ入れます。

材料は投入口に入る大きさに切り、皮をむ
きます。さらに、図のように切つて、投入口に
入れます。

△注意
大投入ロヘ細い材料を立てて入れると加工でき

ない場合があります。食材の大きさにあった投入
口のサイズを選んでご使用ください。
・投入口と食品のすきまはできるだけ少なく入れてくださ

い。材料がdれてしまい、加工できない場合があ
')ま

す。
・材1当よ幅の広い方を下にして投入口に入れてください。

材料が安定せず、加工できない場合があります。

ヽ

材料を入れます。

i突起に合わす

プレート枠の逆付け防止

リフOとカッタープレートの

フンク用穴を合わす。

カッタープレートを取りつけたプレ
ート枠をスライド式受け容器をセッ
トした外容器に取りつけ、フレーム
カパー、本体をセットします。

※投入回は、大・中・小の3種類があ
',ま

す。

片手で押込棒を軽く押えながら

スイッチリングを押します。

△注意
押込棒を強く押し過ぎない

でください。ブレートの変形、

ロックの原因になります。

● いちょう切 り

大根などの円柱の場合 :

材料を投入口に入る大きさ

に切り、縦ty等分し入れ射 。

人参などの円すいの場合 :

材料を投入口に入る大きさ

に切り、太い方から縦方向

に途中まで、4等 分の切り

込みを入れます。

ｍ

可
繹
旦

△注意家3払7縞考存寮路誌t
けが・故障の原因にな

',ま
す。

，

日

―

―

―

―

日

―

―

―

―

―

千切りを長くし

たい場合は、キ

ャベツの葉を3

枚ぐらい巻いて

大投入口に組
に入れます。

材料の入

0たんざく切り

使えない材料<

ワンポイントアド′《イス

工 _________‐ ‐ ‐ ‐ _‐ ‐ ‐ い '

′θ



使い方                                       使い方

0用途別の使い方 ∠＼ブレート類の刃は鋭利ですので直接手を触れないでください。けがをする恐れがあ
')ま

す。

千切リプレート(小 )

色:オ レンジ

千切リプレート(大 )

色:責

※千切リブレート
のどちら力)を セット
した状態で

目的に合わせたプレートを

…プレート枠の逆付け
防止リブ①とカッター
プレートのフンク用穴
を合わす。

カッタープレート
色 :黒

●干切り(大 )

カッタープレートに千切リプレート(大 )をミゾにきちんと差込み、ご

使用ください。

●干切り(小 )

かノタ~プレートに千切リプレート(′Jヽ )をミゾにきちんと差込み、ご

使用ください。

材料を入れます。

△注意 おろしプレートとカッタープレートは

かさねて取りつけないでください。

けが・故障の原因になります。

△注意 千切リプレートの刃に力をかけな

いでください。変形して故障の原

因になります。

カッタープレートを取りつけたプレ
ート枠をスライド式受け容器をセッ

トした外容器に取りつけ、フレーム

カパー、本体をセットします。

,口
‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 口 ‐ ‐ ロ

0峯と雀詐脈
2日干切りの場合

※投入回は、大・中・小の3種類が
あります。

片手で押込棒を軽く押えながら
スイッチリングを押します。

△注意
押込棒を強く押し過ぎないでください。プレート

の変形、ロックの原因になります。またプレートが

たわみ、千切
',に

ならずに縦スジが入るだけの状

態になる場合があt,ますので、力加減に注意し

てください。

ヽ _________‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐
'

材料の準備 I 材料の入

材料は投入口に入る大きさに切り、皮をむきます。

●投入口は3種類あります。

′'千
イ   |        

フ
→
「
,i

移聖

繊維をこわさないように、カッターの動作方
向と平行に、材料を入れます。

中投入口に押込棒 (中 )大 投入口に押込棒 (大 )

をセットした状態です。   をセットした状態です。

大投入口は円形だt)でな

く、四角い投入口としても

利用できます。

径 60～ 80mm径40mm以下

同
径 40～60mm

旧

可
繹
旦

本器は野菜専用です。その他の用途には絶対使用しないでください。

●禁止材料 ※故障の原因になります。

●使えない材料

◆中空のもの…ピーマン・パプリカ・レンコン

◆やわらかいもの…たけのこの水煮

100mm
以下

△注意
大投入ロヘ綱い材料を立てて入れると加工でき

ない場合があります。食材の大きさにあった投入

口のサイズを選んでご使用ください。
・投入口と食品のすきまはできるだけ少なく入れてくださ

い。材料力淮Jれてしまい、加工できない場合があります。
・材|‖よ幅の広い方を下にして投入口に入れてください。

材料が安定せず、加工できない場合があ
',ま

す。

●禁止材料以外の食材でも、鮮度や硬さによつて加工

できない場合があります。

◆ハムツーセージ類。チーズ ◆かたいもの。乾物類・冷凍食品。かつおぶし

ヽ

１

日

―

―

―

―

―

―

―

―

日

，

，

日

―

―

―

―

日

日

―

―

―

―

～

●径の小さなもの

材料を投入国の幅に入る大きさに切り、カッターの動作

方向と材料の繊維方向が平行になるように入れます。

その際、なるべく材料を本体の反対方向へ寄せてください。

本体

カッターの動作方向 材料を寄せる 材料の繊維方向

0大根の干切り
カッタープレート+千切リプレート(′!ヽ )を

使用します。大根は長さ8cm以下に切り、

皮をむきます。カッターの動作方向と平

行に、投入ロヘねかせて入れます。

●きゅうりの干切り
カッタープレート+千切リブレート(大 )を

使用します。両端を切り落とし、長さ

8cm以下に切ります。カノタ~の動作方

向と平行に、投入ロヘねかせて入れます。

△注意
押込棒を強く押し過ぎ

ないでください。プレート

の変形、ロックの原因に

なります。またプレートが

たわみ、千切りにならず

に縦スジが入るだけの

状態になる場合があり

ますので、力加減に注

意してください。

0こぼうの場合

使えない材料<

ワンポイントアドパイス



使い方 使い方

0用途別の使い方 ∠＼プレート類の刃は鋭利ですので直接手を触れないでください。1すがをする恐れがあt)ます。

,口 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 口 ‐ ‐ ‐ ■,
日

日

日

|

|

|

|

|

|

|

|

|

|

|

|

|

|

|

|

|

|

|

|

|

日

|

|

|

|

|

|

|

|

|

|

|

|

日

|

|

日

|

|

|

|

ヽ

～

●こぼうの千切り
カッタープレート+千切リプレート(大 )を使用します。
ごぼうは皮をこそげ、投入口に合わせた長さに切り、繊維を壊さないよう|こプレートの刃の動作方向と平行にねかせて入れます。

投入口に重ねて数本入れてまとめて加工することもできますが、2～3mm残った部分が

容器にこばれ落ちることがあ
')ま

す。きれいに仕上げるためには、4～ 5本ずつ重ねずに

平らにセットしてから作動させてください。

● 玉 ね ぎ の み じん 切 り ※玉ねぎは直径が8cm以 下 (大投入口に入る大きさ)|こ なるように加工してください。

千切リプレート(大 )を使って玉ねぎのみじん切りが簡単にできます。目にしみたり、手やまな板ににおいが移ることもないので大変便

千1です。

※玉ねぎの投入方向が異なると、

みじん切りではなく千切t,に な

ってしまうことがあります。

玉ねぎは皮をむき、根とヘタを 切り取った部分を下にし、図①のように玉ねぎをねかせて入れます。
切り落とし、図のよう1こ玉ねぎ 端を切り取ることによって、投入口の中で安定します。入らない場
の端を少し切り取ります。   合には1/4に切り、切り口を下にして、図②のように入れます。

‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 口 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 口 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐
'

ヽ

ヽ

B

|

|

|

|

|

|

|

|

|

|

|

|

|

日

|

日

日

|

|

|

|

|

|

|

|

|

|

日

|

|

|

|

|

P

|

|

|

|

|

|

|

|

|

|

|

|

|

|

|

|

日

|

日

|

|

|

|

|

ブレート枠の逆付け

防止リブ① とおろし

プレートのフック用穴

材料を入れます。

※投入日は、大・中・′よヽの3種類があります。

片手で押込棒を軽く押えながら
スイッチリングを押します。

●早くすりおろしたい場合

押込棒をゆっくり廻しながら押す
と、より早くおろせます。

△注意
押込棒を強く押し過ぎないでください。プレートの変形、

ロックの原因にな
')ま

す。

ヽ

ロ

ー

日

日

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

Ｉ

Ｂ

を合わす。

△注意 おろしプレートとカッタープレートは

かさねて取りつけないでください。

けが,故障の原因になります。

おろしプレートを取りつけたプレー

ト枠をスライド式受け容器をセット
した外容器に取りつけ、フレームカ
パー、本体をセットします。

| ■         ●
∫

日

|

|

|

|

|

|

B

|

|

|

|

|

|

|

|

|

|

|

|

|

|

|
―

―

―

日

―

―

―

―

―

―

―

▼

ワンポイントアド′ヾイス 3日おろしの場合

片手で押込棒を軽く押さえながらスイッチリングを押します。

繊維の向きにそって材料をセットしても、作業中に

材料の向きが変わってしまうと、繊維を分断してし

まいます。材料が中で回転しそうなときには、押込

棒を押しながら回して、正しい向きに直してください。

串汚



使い方 使い方

材料の準備二 材料の入

0用途別の使い方 ∠＼ブレート類の刃は鋭利ですので直接手を触れないでください。1)がをする恐れがあt'ます。

‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 口 ‐ 鳴
、

氷プレートをプレート枠に取り付け 片手で押込棒を軽く押さえながらス
イッチリングを押します。ます。

プレート枠の逆付け防

止リフOと氷プレートの

フック用穴を合わす。

氷プレートを取り付けたプレート枠
をスライド式受け容器をセットした

外容器に取りつけ、フレームカパー、

本体をセットします。

△注意
氷プレートはかき氷専用です。

氷以外の材料に使用したり、ス

ライスや千切
')な

ど他の用途に

使用しないでください。

,

材料は投入口に入る大きさに切り、皮をむきます。

●投入口は3種類あります。

材料は繊維にそって入れますと、

水気を含んだおいしいおろしが

出来ます。

，

日

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

日

田

―

―

―

日

、

中投入口に押込棒 (中 )大 投入口に押込棒 (大 )

をセットした状態です。   をセットした状態です。

径40mm以下

日

大投入回は円形だけでな

く、四角い投入口としても

利用できます。

径60～80mm

ｍ

可
牌
旦 △注意

押込棒を強く才甲し過ぎないでくだ

さい。プレートの変形、ロックの

原因になります。

△注意
大投入口へ細い材料を立てて入れると加工でき

ない場合があります。食材の大きさにあった投入

口のサイズを選んでご使用ください。
・投入口と食品のすきまはできるだけ少なく入れてくださ

い。材*斗が41れてしまい、加工できない場合があ
',ま

す。
,材イⅥよ幅の広い方を下にして投入口に入れてください。

材料が安定せず、加工できない場合があります。

本器は野菜専用です。その他の用途には絶対使用しないでください。

●禁止材料 ※故障の原因になります。

◆ハム・ソーセージ類・チーズ ◆かたいもの。乾物類・冷凍食品。かつおぶし

●使えない材料                       ●禁止材料以外の食材でも、鮮

◆中空のもの…ピーマン・パプリカ。レンコン            度や硬さによつて加工できな
◆やわらかいもの…たけのこの水煮・レモン・柿・トマト・なす      い場合があります。
◆その他…ネギ・かばちゃ。にんにく。しょうが。ウコン等固すぎる材料

氷は、こ家庭の冷蔵庫で作つた角氷を使用
してください。

※市販のロックアイス等は使用できません。

●水から作った角氷を使ってかき氷を作り、器に盛り、シロップや練乳・

果物など、お好みのものをトッピングしてください。

●お好みのジュースを製氷皿に入れて氷を作り、かき氷にして、お好

みのものをトッピングするなどしてお楽しみください。

▼

ヽ _________‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐
'

,
t

|

|

|

|

●大根おろし         0長 いものとろろ
大根は投入口へ入る大きさに切り、皮をむき 長いもは投入口へ入る大きさに切り、皮をむ
ます。投入ロヘ切り口を下にして入れます。  きます。投入ロヘ切り口を下にして入れます。

｀ 日 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 口 ‐ __‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 口 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

′5

，

日

日

日

―

―

―

―

―

―

―

―

～

ヽ

●りんこおろし
縦4つ 害Jり にして皮と芯を取り除きます。

横に寝かせて入れるか、lμに切った
')ん

ご

をさらにまん中で切って並べて入れます。

‐ ‐ 口 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 口 ‐
'

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

日

―

―

日

―

―

▼

―

―

―

―

日

―

―

日

―

、

一
ダび

4B氷プレートの場合
IFP‐77S(氷プレート付き)(Dみ

一厖

使えない材料<

材料の準備 11 ワンポイントアド′ヾイス

ワンポイントアド′ヾイス
材料の入

大投入口に8分目位以下までと

なるように氷を入れます。



アフターサービス お手入れと後片づけ

本体がロックし

本体がロック(急 に動かなくなったり、ガキッ・バキッという音がした場合 )した時は、ただちに使用を中止して、プラグをコン
セントから抜いてください。
ロックの原因には以下のことが考えられます。セットを分解して確認してください。

●部品のこ購入。修理点検に関しては、20ページをこ参照ください。

◆必ず電源プラグを抜いてから、お手入れを行つてください。

本   体

●ベンジン・アルコール・みがき粉等でのお手入れは、

傷・変色・ひび割れの原因にな
')ま

すので使用しな

0中 性洗剤を溶か

した湯 (約 40℃ が

適当)の 中で、汚

れを落とし洗剤を

洗い流した後、よく

乾かしてください。

プレート類

●亀の子タワシなどを使って、水を流しながら洗います。

●洗った後、水気をよく切って乾いてから収納ください。

にんじん調理後は…・

●にんじんを調理すると、色素がプレート類に付くことがあり

ますが使用上問題ありません。ニンジン色素はサラダ
'由

を
つけたスポンジで軽くこすると落ちやすくな

')ま
す。

落ちた後台所洗剤で洗ってください。

カパー・容器類

●ベンジン・アルコール・みがき粉等でのお手入れは、

傷・変色・ひび割れの原因にな
',ま

すので使用しな

いでください。

●煮沸及び熱湯消毒 (60℃以上のお湯、流水 )を し

ないでください。変形。

変色の原因にな
')ま

す。

●中性洗剤を溶かした湯

(約40℃ が適当)の 中

で、汚れを落とし洗剤

を洗い流した後、よく

乾かしてください。

原 因 このようにしてください

0かたい材料を加工した ●加工を中止してください。

●押込棒を強くオ甲し過ぎている 0食材が動かない程度に押し込む力を加減してください。

●プレート類が正しくセットされていない ●正しくとットし直してください。

0食材のサイズが大きすぎる ●/よ さヽく切ってからカロエしてください。

いでください。

0本体の水洗いは絶対にしないでくだ

故障かな?と思わ

こんなとき 原 因 このようにしてください

スイッチが入らない

0本体作動スイッチとスイッチリングの位置

が合っていない。
●正しい位置に合わせます。

0作動スイッチ周囲に異物がついている。 0異物を取り除きます。

●過負荷運転で作動が止まった。

0コンセントを抜き、1日寺間以上本体を休ま

せます。

●材料を取り出します。

ル ートが動かない

0外容器の段の部分に異物がある。 ●異物を取り除きます。

0本体ミゾ部分に異物がある。 0異物を取り除きます。

●外容器内に加工済の材料が大量に入っ

ている。
●材料を取り出します。

振動が大きい ●不安定な場所で使用している。 0平らな場所で使用します。

押 込 棒

◆本体及び付属品は食器洗い乾燥機、食器乾燥機で洗浄・乾燥を

しないでください。ショート・感電。変形の原因になります。

収納のしかた

0プレート類を入れたスライド式受け容器

を外容器にセットし、おろしプレートを取り

付けたフレーム枠を外容器にセットすれ

ばコンパクトにJ又納できます。
※スライド式受け容器にプレート類を入れ

る際は、たてに入れずに、ななめに入れて

ください。

スライド式受け容器
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部品のこ案内・仕様

破損や紛失の場合には、別売部品を用意してお
',ま

すので、お求めください。

押込棒 (′Jヽ)    押込棒 (中 )    押込棒 (大 )

品番 :IFP‐OSI-4  品番 :IFP―OSI‐6  品番 :IFP―OSI-8-2
希望小売価格 315円 希望小売価格 525円 希望小売価格 840円

(製 品価格300円 )    (製 品価格500円 )    (製 品価格800円 )

プレート枠
品番 :IFP‐WAKU‐ 2

希望小売価格 1,050円
(製品価格1,000円 )

カッタープレート(ステンレス刃)カッタール ート(チタン刃)

品番 :IFP‐CUT‐1     品番 :IFP‐ CUT‐2

希望小売価格 1,680円   希望小売価格 1,785円
(製 品価格1,600円 )       (製 品価格1,700円 )

スライスプレート

品番 :IFP―SURA‐ 2

希望小売価格 630円
(製品価格600円 )

外容器

品番 :IFP‐YOKIぃ L‐ 2

希望小売価格 1,260円
(製 品価格1,200円 )

スライド式受け容器

品番 :IFP―YOK卜S2
希望小売価格 1,260円
(製品価格1.200円 )

氷プレート

品番 :IFP― KPT-2
希望小売価格1,680円

(製品価格1,600円 )

千切リプレート(′卜)

品番 :IFP―SEN‐ S‐2

希望小売価格 945円
(製品価格900円 )

フレームカバー

品番 :IFP‐ F― COV‐2

希望小売価格 1,050円
(製 品価格1,000円 )

おろしル ート

品番 :IFP‐OROSI
希望小売価格 525円

(製 品価格500円 )

千切リル ート(大 )

品番 :IFP―SEN― L-2

希望小売価格 945円
(製 品価格900円 )

毯 上
故障のときは、使用をやめて差込プ

ラグを抜き、下記の修理センターにお

申しつけください。申 口 △注意|え訳死解写!はだ帆

TEL口0568H23H2270(踊僚馳覇違&譲 1:00｀

13:00～ 17:00)

〒481中 0002愛知県北名古屋市片場大石62

●補修用性能部品について
1この製品の補修用性能部品の最低保有期間は製造打切後、6年間です。
2.補修用性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です。
別売部品はイワタニサービスセンターもしくはお買い求めの販売店でお求めください。

MEMθ

●アフターサービスについてわからないことは
お買い上げの販売店、またはお客様相談室:下記フリーダイヤルにお問い合わせください。

TELE048H758H1 003(馬蟄鼻猛象緊路潔そ
:00｀ 13:00～ 17:00)

〒339-0078埼玉県さいたま市岩槻区掛7915

面画0120… 182-323(易伊欺徐整&戻
:15)

〒105-8458東 京都港区西新橋3-21-8

●仕様

型 式 番 号 IFP 70S(氷 プレート付き)/1FP-60A

電 源 AC100V(50/60Hz)

消 費 電 力 45VV

定 格 時 間 3分

振 動 数 250c p m(無負荷時)

コードの長さ 18m

最 大 容 量 スライド式受け容器1,400cm3

材 質
フレームカバー・外容器・スライド式受け容器 :ポリカーボネート

本体 :ABS樹脂

本 体 寸 法
(mm)

幅

奥行 370

高 さ 230

質量 (重さ) 2 0kg(付 属品を除く)

●製品内容

本体 …………Ⅲ………………………… … 1個

外容器・…………………………………… 1個

スライド式受け容器 ………………………… 1個

フレームカバ… ……・…・―・…・…・―・…… 1個

カッタール ート……・………Ⅲ………… …・1個

千切リプレート(大 )・ ………………………… 1個

おろしプレート・…………… ………・……… 1個

押込棒 (大)… ……………………………・ 1個

押込棒 (中)… ……………………………・ 1個

押込棒 (′卜)・ ………………………………・ 1個

氷ル ート(IFP-70Sの み)・ …………………・1個

※プレート類には銀イオン(Ag+)が配合されています。
試験依頼先 :株式会社 シナネンセオミック
試 験 方 法 :」 IS Z 2801

受 イ寸番 号 :SZ 07-203
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